
HCG35-P07 会場:コンベンションホール 時間:5月 27日 18:15-19:30

更新統下総層群木下層・常総層にみられるMIS5e以降の海退システムの一考察
Special differences of regressive systems during MIS 5e-4 in the Pleistocene Kioroshi and
Joso Formations, Shimosa Group
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関東平野において，中・上部更新統下総層群が堆積した古東京湾と呼ばれる内海は，氷河性海水準変動に伴い繰り返
し出現した．下総層群の上部層にあたる木下層・常総層が堆積した海洋酸素同位体ステージ（MIS）5e以降の海水準の
低下により，河川や海浜平野の発達など様々な海退システムが出現した．本研究では湾奥と太平洋側での典型的な海退
システムについて堆積相解析を行った．その結果，木下層から下部外浜相，上部外浜相，海浜相，湿地相などが，常総層
から河川相，湿地相などが認定された．この内，同様な堆積相でも湾奥と太平洋側とでは層相や粒度分布に違いが認め
られた．例えば，河川相について，湾奥のものは大規模なトラフ型斜交層理が発達する非常に分級の悪い泥～中礫層か
らなり，典型的な河川相を示す．一方，太平洋側のものは湾奥のものに比して分級が良く，主に中・粗粒砂で構成され，
泥の成分は数％である．発達するトラフ型斜交層理も小規模で葉理には砂鉄の濃集が認められる．この様な両者の差は
内陸と外洋側では海退に伴う地理的分布や微地形の発達が異なることを反映していると考えられる．また，詳細な古地
理の変遷を復元するには年代決定が重要だが，検討中である．
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